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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年6月10日(2021.6.10)

【公表番号】特表2020-529504(P2020-529504A)
【公表日】令和2年10月8日(2020.10.8)
【年通号数】公開・登録公報2020-041
【出願番号】特願2020-505915(P2020-505915)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 123/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/20     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   10/08     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  123/20     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年4月22日(2021.4.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２．１６ｋｇの荷重で、１９０℃においてＩＳＯ　１１３３に従って測定したＭＦＲ値
が１００～３００ｇ／１０分であるブテン－１重合体組成物であって：
　Ａ）　　ブテン－１単独重合体、または、共重合共単量体含量（ＣＡ）が５モル％以下
である、エチレンおよび式ＣＨ２＝ＣＨＲ(式中、Ｒがメチルまたは３～８個または３～
６個の炭素原子を含有するアルキルラジカルである)のアルファ－オレフィンから選択さ
れる１つ以上の共単量体とブテン－１との共重合体；
　Ｂ）　　共重合共単量体の含量（ＣＢ）が６～２０モル％である、エチレンおよび式Ｃ
Ｈ２＝ＣＨＲ（式中、Ｒがメチルまたは３～８個または３～６個の炭素原子を含有するア
ルキルラジカルである）のアルファ－オレフィンから選択される１つ以上の共単量体とブ
テン－１との共重合体を含み；
　前記組成物は、総共重合共単量体含量がＡ）とＢの合計に対し、４～１５モル％であり
、そしてＡ）とＢ）の総重量に対し、決定される０℃でキシレン中の可溶性画分の含量が
７５重量％以下であり；
　前記ブテン－１重合体組成物が、メタロセン触媒を使用することによって得られたブテ
ン－１重合体組成物であり、
　前記ブテン－１重合体組成物が、遊離ラジカル発生剤を使用せずに得られたブテン－１
重合体組成物であり；
　１０℃／分に相応する走査速度で測定した、前記ブテン－１重合体組成物のＤＨ　Ｔｍ
ＩＩ値が４～１５Ｊ／ｇであり；
　前記ブテン－１重合体組成物のＭｗ／Ｍｎ値（但し、Ｍｗが重量平均モル質量であり、
Ｍｎが数平均分子量である）が、両方ともＧＰＣによって測定するとき、３．５以下であ
り；
　ＧＰＣによって測定するとき、前記ブテン－１重合体組成物のＭｚ値が９０，０００ｇ
／ｍｏｌ以上であり；そして
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　前記ブテン－１重合体組成物のＭｗ値が５０，０００以上である、ブテン－１重合体組
成物。
【請求項２】
　Ａ）とＢ）の総重量を基準として、Ａ）が３０～７０重量％であり、Ｂ）が３０～７０
重量％である、請求項１に記載のブテン－１重合体組成物。
【請求項３】
　直列に連結された２つ以上の反応器で実行される少なくとも２つの連続段階を含み、こ
こで成分Ａ）およびＢ）は、第１段階を除いては、形成された重合体および以前の段階で
使用された触媒の存在下に各々の段階で作動する別個の後続段階で製造される、請求項１
に記載のブテン－１重合体組成物を製造するプロセス。
【請求項４】
　以下を接触させることによって得られるメタロセン触媒の存在下に実行される、請求項
３に記載のプロセス：
　－立体剛性メタロセン化合物；
　－アルモキサンまたはアルキルメタロセンカチオンを形成し得る化合物；および任意選
択的に、
　－有機アルミニウム化合物。
【請求項５】
　前記立体剛性メタロセン化合物が、下記化学式：
【化１】

（式中、
　Ｍは、４族に属するものから選択される遷移金属の原子であり；
　Ｘは、互いに同一であるか、異なり、水素原子、ハロゲン原子、Ｒ、ＯＲ、ＯＲ’Ｏ、
ＯＳＯ２ＣＦ３、ＯＣＯＲ、ＳＲ、ＮＲ２またはＰＲ２基であり、ここでＲは、元素周期
律表の１３～１７族に属するヘテロ原子を任意選択的に含む、線状もしくは分枝状の、飽
和もしくは不飽和のＣ１－Ｃ２０－アルキル、Ｃ３－Ｃ２０－シクロアルキル、Ｃ６－Ｃ

２０－アリール、Ｃ７－Ｃ２０－アルキルアリールまたはＣ７－Ｃ２０－アリールアルキ
ルラジカルであり、Ｒ’は、Ｃ１－Ｃ２０－アルキリデン、Ｃ６－Ｃ２０－アリーリデン
、Ｃ７－Ｃ２０－アルキルアリーリデン、またはＣ７－Ｃ２０アリールアルキリデンラジ
カルであり；
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８およびＲ９は、互いに同一であるか、異なり、水
素原子、または元素周期律表の１３～１７族に属するヘテロ原子を任意選択的に含む、線
状もしくは分枝状の、飽和もしくは不飽和のＣ１－Ｃ２０－アルキル、Ｃ３－Ｃ２０－シ
クロアルキル、Ｃ６－Ｃ２０－アリール、Ｃ７－Ｃ２０－アルキルアリールまたはＣ７－
Ｃ２０－アリールアルキルラジカルであるか；もしくはＲ５およびＲ６、および／または
Ｒ８およびＲ９は、飽和または不飽和の５員または６員環を選択的に形成することができ
、前記環は、Ｃ１－Ｃ２０－アルキルラジカルを置換基として有することができ；ただし
、Ｒ６またはＲ７のうち、少なくとも１つは、元素周期律表の１３～１７族に属するヘテ
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ロ原子を選択的に含む、線状もしくは分枝状の、飽和または不飽和のＣ１－Ｃ２０－アル
キルラジカルであり；
　Ｒ３およびＲ４は、互いに同一であるか、異なり、元素周期律表の１３～１７族に属す
るヘテロ原子を任意選択的に含む、線状もしくは分枝状の、飽和もしくは不飽和のＣ１－
Ｃ２０－アルキルである）
によって表される化合物である、請求項４に記載のプロセス。
【請求項６】
　請求項１または２に記載のブテン－１重合体組成物からなるかまたはそれを含む、製造
物品。
【請求項７】
　フィルムまたは繊維の形態である、請求項６に記載の製造物品。
【請求項８】
　請求項１または２に記載のブテン－１重合体組成物からなるかまたはそれを含む、ホッ
トメルト接着剤組成物。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００８】
　したがって、本発明は、２．１６ｋｇの荷重で、１９０℃においてＩＳＯ　１１３３に
従って測定した溶融流量値（以下、「ＭＦＲ」と称する）が１００～３００ｇ／１０分、
好ましくは、１１０～３００ｇ／１０分、より好ましくは、１５０～２５０ｇ／１０分で
あるブテン－１重合体組成物であって：
　Ａ）　　ブテン－１単独重合体、または共重合共単量体含量（ＣＡ）が５モル％以下、
好ましくは、４モル％以下であるエチレンおよび高級アルファ－オレフィンから選択され
る１つ以上の共単量体とブテン－１の共重合体；
　Ｂ）　　共重合共単量体の含量（ＣＢ）が６～２０モル％、好ましくは、８～１８モル
％である、エチレンおよび高級アルファ－オレフィンから選択される１つ以上の共単量体
とブテン－１の共重合体を含み；
　前記組成物は、総共重合共単量体含量がＡ）とＢの合計に対し、４～１５モル％、好ま
しくは、５～１５モル％であり、そしてＡ）とＢ）の総重量に対し、決定される０℃でキ
シレン中の可溶性画分の含量が７５重量％以下、好ましくは、７０重量％以下である、ブ
テン－１重合体組成物を提供する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　成分Ａ）およびＢ）において、エチレンに加えて、またはその代替として、共単量体と
して存在し得る高級アルファ－オレフィンの具体例は、式ＣＨ２＝ＣＨＲ（式中、Ｒがメ
チルまたは３～８個または３～６個の炭素原子を含有するアルキルラジカルである）のア
ルファ－オレフィン、例えば、プロピレン、ヘキセン－１、オクテン－１である
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